
Q１

Q２ 　国産大麦を使用した地ビール等を造ることとなった理由を教えてください。＊いずれかに〇

　消費者からの要望があった

　近隣農家からの製造依頼があった

　行政から製造依頼があった

　自社の関心が強かった

　その他

Q３

平成・令和　　　　　年度

※以下複数品種がある場合には、合計を記載してください。

※生産者への契約栽培である場合には「契約栽培」と記載してください。　

円/Kg

※製麦後の重量を記載してください。

※自社製麦の場合は「自社」と記載してください。

％（乾燥重量当たり） ※未測定の場合は、「未」と記載してください。

円/Kg 内送料 円/Kg

関税割当を受けるビール等製造者に対する国産大麦（麦芽）の使用状況アンケート

氏名（名称）

住所

担当者

連絡先

以下の質問にご回答ください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　使用された国産大麦について以下のことをお伺いします。（直近の実績でお答えください。）
　大麦を購入し製麦するのではなく、既に製麦された国産麦芽を購入している場合は、（1）、（6）及び（9）以降を記載し
てください（（1）及び（6）が不明の場合は不明と記載してください。）。

使用実績年度

　⑴　品種名（産地）

　これまで、国産大麦を使用したビール又は発泡酒（以下「地ビール等」といいます。）を製造したことはありますか。

　＊いずれかに〇

ある  → Q２へ

ない  → Q12へ

　⑸　製麦した量

　⑹　製麦所（委託先）

　⑻　製麦にかかったコスト（送料等含む）

　⑵　大麦の購入数量

　⑶　大麦の購入先

　⑷　大麦の購入価格

　⑺　麦芽のエキス含量

　⑼　製麦せずに副原料として使用した量



　⑽　購入した麦芽の数量

　⑾　麦芽の購入先

　⑿　麦芽の購入価格 円/Kg

Q４

販売価格 円 ｍｌ

イ

ロ

ハ →　⑷へ

R元年度 R２年度 R３年度

R元年度 R２年度 R３年度

R元年度 円 R２年度 円 R３年度 円

円

円 ※外貨建取引は損益計算書の売上高に計上した金額。

　国産大麦を使用して製造された地ビール等について、以下のことを教えてください。

　⑴　地ビール等の商品名と販売価格を教えてください。（複数ある場合は、一番製造量が多いものをお答えくださ
い。）

商品名

　⑵　⑴の地ビール等の製造状況を教えてください。＊いずれかに〇

容量

　　課税移出数量

　　売上

　⑷　⑵でハに〇をした場合、以下のことについてお伺いします。

　　製造期間（年月） ～

　　上記期間の製造数量

毎年製造し、レギュラー商品化している
→　⑶へ

期間限定であるが、毎年製造し商品化している

一度商品化したが、以降は造っていない

　⑶　⑵でイ又はロに〇をした場合、直近３年度の当該地ビール等の製造数量と販売実績を教えてください。

　　製造数量

　　上記期間の輸出額

　　上記期間の課税移出数量

　　上記期間の輸出数量

　　上記期間の国内売上



Q５

利益が拡大した（単体で黒字になった）

Q６

Q７ 　Q6でそのように回答した理由をお聞かせください。

Q８

近隣に大麦農家がいない（少ない）

国産麦芽の特徴が乏しく、ビールを造り分けられない

　国産大麦を使用して地ビール等を販売したことでどのような反響がありましたか。
　＊いずれか該当するものに〇（複数回答可）

地産地消のＰＲ効果があった

新規顧客の取得につながった

地域や農家とのつながりができた

期間限定であれば継続（再開）したい

継続（再開）する予定はない（終了予定である）

　地ビール製造における国産麦芽の使用拡大を図るにあたって、解決すべき課題は何ですか？

　＊該当するものに〇（複数回答可）

製麦施設がない（遠方になる）

その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　国産麦芽を使用した地ビール等の製造について、継続（再開）したいと思いますか。＊いずれかに〇

生産量を拡大したい

継続（再開）したい

自社のビールに適した大麦（品種）が少ない

大麦（麦芽）の価格が高い

製麦コストが高い

コストに見合った売上がない

その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

求めている麦芽のスペック（エキス収量等）が不足している



Q９

参加したい

参加しない

Q10 　国産麦芽の価格がどの程度であれば使用（使用を継続）したいと思いますか。

＊いずれかに〇 ＊いずれかに〇

＜常時使用する場合＞ ＜年に1～4回の特別な仕込に使用する場合＞

60円/kg程度 60円/kg程度

120円/kg程度 120円/kg程度

180円/kg程度 180円/kg程度

240円/kg程度 240円/kg程度

300円/kg程度 300円/kg程度

360円/kg程度 360円/kg程度

420円/kg程度 420円/kg程度

480円/kg程度 480円/kg程度

540円/kg程度 540円/kg程度

600円/kg程度 600円/kg程度

660円/kg程度 660円/kg程度

720円/kg程度 720円/kg程度

Q11

検討する

検討しない

　地ビールメーカーと大麦生産農家のマッチングをする場があれば参加したいですか。

理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　近隣に製麦施設又は製麦会社があれば、国産大麦の使用を検討しますか。

理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



Q12

コストに見合った売り上げが見込めない

特徴に乏しく、ビールの造り分けができない

⑵　地元の大麦生産者や農協から、大麦をビール製造に使ってほしい旨の依頼はございましたか。

あった

なかった

⑶　行政から、地元の大麦を使った地ビール等の製造依頼はございましたか。

あった

なかった

　Q１で「ない」と回答された場合、以下のことについて教えてください。

　＊いずれかに〇

⑴　これまで地元の大麦を使った地ビール等製造の要望や問い合わせはございましたか。

あった

なかった

大麦（麦芽）の価格が高い

製麦コストが高い

その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑷　社内で、地元の大麦を使った地ビール等の開発のアイディアなどはありましたか。

あった

なかった

⑸　地ビール等の製造に至らなかった理由は何ですか。＊該当するものに〇（複数回答可）

近隣に大麦農家がいない（少ない）

製麦設備がない（遠方になる）

自社のビールに適した大麦（品種）が少ない

求めている麦芽のスペック（エキス収量等）が不足している



Q13 　（全員回答）国産麦芽の使用拡大に向けたご意見等がありましたら、自由に記載してください。


